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進めて
います
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市
で
は
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
ま
ち

な
か
を
移
動
で
き
る
よ
う
、
駅
入
口
階
段
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
歩

道
の
段
差
解
消
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

目
の
不
自

由
な
方
な
ど
の
外
出
を
手
助
け
す
る
た
め
、
音
声
誘
導
装
置
を
県
内
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

制
も
が
安
心
し
て
一
件
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
目
的
者

や
附
引
を
持
つ
方
を
は
じ
め
、
抗

川
州
や
乳
幼
児
を
辿
れ
た
ぶ
な
ど
、

す
べ
て
の
人
が
託
料
に
外
山
し
、

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
公
共
施

設
や
迫
路
、
歩
道
な
ど
の
肢
仙
や

改
百
が
必
裂
で
す
。

市
で
は
、
多
く
の
市
民
が
利
川

す
る
市
内
の

6
つ
の
収
と
そ
の
川

辺
地
肢
を
中
心
に
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
，つく
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
内
の
件
以
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ

ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ぷ
川
、

広
道
の
段
法
附
川
、
-M
H
h

戸川
町叫部川氏

位
の
導
入
、
低
床
パ
ス
の
川
市
、

歩
行
者
へ
の
訴
時
限
市川
の
光
尖
な

ど
を
進
め
、
竹川
附
符
や
附
引
を
持

我
孫
子
駅
南
口
に
続
き
湖
北
駅
南
口
に
設
置

山
内
の
J
R
6似
の
う
ち
、
4

川机
が
抗
上
駅
で
す
。
附
段
の
U
灯り

降
り
に
よ
る
口
利
を
減
ら
し
、
掛
川

も
が
利
川
し
や
す
い
以
に
す
る
た

め
、
改
札
内
は

J
R
が
、
改
札
外

は
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ
ベ

ー
タ

ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ぷ
山
を

進
め
て
い
ま
す
。

昨
年
出
に
は
、
政
係
，
y
駅
山
川

に
、山下
イ
ス
付
J
b
m
の
け
人
取
り

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
長
い
附
段
が
利
川

将
の
大
き
な
れ
担
と
な
っ
て
い
る

洲
北
似
し
山
口
に
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
仁川
y
を
夫

総
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
通
勤

・一
組
や
符

が
利
川
す
る
天
巳
ム
日
以
は
、
市
川

と仙北
川
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を山以
内
す
る
た
め
、

今
年
一
以
は
此
川
を
尖
施
し
、
米
年

一
民
に
よ
引
を
行
い
ま
す
。
我
孫
子

駅
北
川
も
、
米
年
度
に
設
一
川
を
行

う
子
定
で
す
。

な
お
、
千
成
5
作
に
柿
上
駅
化

さ
れ
た
布
佑
肌
は
、
山
内
Mmに
む
け

て
訓
伐
を
実
施
し
ま
す
。

湖
北
駅
の
北
川
と
新
本
駅
は、

駅
前
広
場
のル鴨川
備
と
柿
L
L
駅
品一
日の

出
社
に
あ
わ
せ
て
設
位
す
る
予
定

で
す
。

つ
ぶ
な
ど
が
安
全
に
修
動
で
き
る

聡
境
を
つ
く
り
ま
す
。

す
べ
て
の
山
氏
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
む

け
て
、
今
後
も
市
山
…
的
・
川
州
的

に
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

ん父
辿
税
制
課
宮

(回

)1
1
1
1
内
線
3
3
0

湖
北
駅
・
布
佐
駅
南
地
区
の
歩
道
を
整
備

政
辺
の
段
差
や
急
な
勾

，.
、
配
は
、
山
附
者
や
附
山
小
川
を

持
つ
点、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を

利
川
す
る
ぶ
な
ど
に
と
っ

て
は
大
き
な
附
峨
で
す
。

市
で
は
、
ぷ
も
が
安
心

し
て
歩
道
を
利
川
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
広
迫

の
段
山
氏
以
を
併
出
し
、
勾
配
を
殺
や

か
に
改
以
す
る
と
と
も
に
、
悦
託

音
声
誘
導
装
置
を
駅
な
ど
市
力
所
に
設
置

視
覚
障
害
を
持
つ
方
な
ど
に
小
型
送
信
機
を
賢
し
出
し

市
で
は
、
悦
北
附
引
を
持
つ
ん

な
ど
が
、
何
軒
に
災
A
K
に
日
的
地

に
行
け
る
よ
う
に
、
行
h
p
A副
将
公

開
机
を
ね
人
し
ま
し
た
。

こ
の
州立
川
は
、
抑
仰
す
る
小
舟

辺
川
機
が
、
駅
な
ど
に
設
問
さ
れ

た
行
戸
カ
イ
ド
淀
川
に
近
づ
く
と

ん
H

凶
行
が
川
町
り
、
小
別
し
辺
一
い
機
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
「
エ
レ

ベ
ー

タ
ー
恥
り
助
は
こ
ち
ら
で
す
」

「
タ
ク
シ
ー
取
り
場
は
こ
ち
・句
で

す
」
な
ど
の
行
山
案
内
が
、
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
も
の
で
す

(下
図
参
照
)

汗
戸
ガ
イ
ド川
氏
山
は
、

掛
布
ま
で
に
北
係

f
、
パ

ド
.
ム
円
、
湖
北
、
レ
叩
杭
の
各

駅
の
附
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ

ー、

タ
ク
シ
ー
取
り
助
、

休
日
診
断
何
人
け
な
と
は山

1

'
i
J

|
 

カ
所
に
ぷ
附
さ
れ
て
い
ま

す
今
後
も
、
公
共
施
ぷ

を
小
心
に

m
Jす
る
，
γ
定
で
す
3

小刷一
送
い
慨
は
、
た
て
1
1
0

ミ
リ
、
よ
こ
話
ミ
リ、

り
さ
同
ミ

リ
の
大
き
さ
で
、
横
断
広
辺
に
白

人
用
い
け
機
が
あ
る
場
合
に
は
、

他
断
時
川
の
延
以
を
法
制
悦
作
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
r

m山小
川を
持
つ
い
刈
の
た
め
の
山
…
乍
ブ

ロ
ッ
ク
の
投
附
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
政
係
，

r、
天
王
台、

洲
北

(市
川
)
、
布
杭
の
谷
駅
の

川
辺
ゃ
っ
く
し
昨

・
久
h
寸
・一本
地
以

な
ど
で
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
逃
め
、

手
川
以
前
公
図
通
り
な
ど
で
歩
道
の

は
修
工
引
を
尖
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
又
一k
h駅
巾
け
で
は、

引
い恥
引
の
肱
川
を
防
止
し
安
令
な

歩
計
ス
ペ
ー
ス
を
雌
似
す
る
た
め

に
、
歩
道
の
税
仙
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
湖
北
台
交
位
か
ら

洲
北
ムハ
似
山川
同
ま
で
の
約
1
6
0

m
と
、
ぃ
山
民
凶
仙
川
川
飢
止
叩
仇
分
飢
か

ら
川
千
和
ム日山
明
院
ま
で
の
約
2
4

0
m
の
広
辺
を
快
備
し
ま
す
。

今
後
も
、
肌
に
峰
山
川
す
る
件
机

辺
路
や
生
前
道
路
を
小
心
に、

順

次
歩
道
の
幣
備
や
改
良
を
進
め
ま

す
。こ

の
小
刷
込
い
慨
を
、

山
内
似

性
の
川
悦
北
附
中
山
口
を
持
つ
ぶ
な
ど
に
、

加
…料一
で
貸
し
出
し
ま
す
。
視
覚
障

安
心
し
て
歩
け
る
衡
に

市

長

政
孫
子
駅
前
口
の
附
段
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

41
一引
吹

は
約
8
3
0
0万
円
で
し
た
。

今
後
も
谷
駅
川
需
に
抑
制
し
て

い
き
ま
す
。

北
口
戸
訴
時
装
位
は
、
ま
ず
4

つ
の
駅
を
小
心
に
松
山
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
公
共
施
ぷ
を

小
心
に
設
問
例
所
を
附
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
も
、
パ
リ
ア

ひとにやさしい

まちづくりに期待
我孫子市視覚間百者協会

会長 村越久さん

引い
1
紘
か
ら
3
級
の
万
は
、
ド
山
峨

μが
れ
宅
を
羽
川
し
ま
す
。
4
級

か
ら
6
級
の
方
な
ど
で
利
川
を
希

4小型送信機

①音声ガイド装置に近づくと、 小型送
信機がピピピと鳴ります。
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マ
柏
必
ぺ
必
河
彦

慨
す
る
万
は
、

一制
社
総
A
H
相
次
布

告
(
白

)BA
I
-

-
内
制
3
5
0
へ

ご
述
桁
く
だ
さ
い
。

人

フ
リ
l
予
詐
を
特
別
枠
で
計

t

し
て
、
歩
道
の
税
制
や
段
ぷ
の

改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

出
は
子
岱
を
昨
年
ま
で
の

2
0

0
0万
円
か
ら
4
5
0
0万
川

に

mや
し
ま
し
た
。

少
子
日
齢
社
会
で
は
、
移
動

し
や
す
さ
が
特
に
大
切
な
政
組

に
な
り
ま
す
。
いけ
川
附
お
も
附
心
川

を
持
つ
人
も
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を

押
し
た
人
も
交
心
し
て
広
け
る

街
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

ち土・品

駅
や
そ
の
凶
辺
の
バ
リ
ア
フ

リ
l
化
な
ど
、引払
た
ら
が
安
心

し
て
外
山
で
き
る
ま
ら
づ
く
り

が
進
み
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

た
だ
、
広
辺
ヒ
の
肱
間
山
↑仰

い山r
や
抗
ぃ
山
ド
ド
早
川
、
氾
位
、

紘
一れ

な
ど
は
、
広
く
う
え
で
大
変
危

険
な
の
で
付
加
を
川
刊
し
ま
す
。

呪
H
h
川
崎叫鳴い火
山
は
、
川
悦
党
附

山札
口帆
引
が
ひ
と
り
で
外
出
す
る
機

会
を
明
や
し
、

nhは
を
下
助
け

し
ま
す
。
市
役
所
や
制
祉
施
設
、

近
隣
の
市
町
村
な
ど
に
も
、
ぜ

ひ
設
附
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

るす存ゴ土/ 、が，鳥と



(2) 

補
助
金
の
対
象
活
動
を
募
集

2000.5.16 

交

付

に

つ

市
制
助
令
の
平
成
口
年
肢
の
交

付
刈
匁
前
助
を
w
結
集
し
ま
す
。

応

山持
さ
れ
た
的
助
は
、

「市
附
助
令

等
検
討
委
U

A
E
」
で
緋
托
さ
れ、

そ
の
九
日
刊
以
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。

応
非
手
続
き
な
ど
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
対
象
事
業

市
民
の
福
祉
の
向

上

・
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
り、

公
俗
.上
必
裂
性
が
認
め
ら
れ
る
事

業

・
市
助

V
応
募
資
格
市
内
に
花
柁
、
在

助
、
化
学
す
る
万
旧
人
以
上
で
榊

成
さ
れ
、
前
動
拠
点
の
事
務
所
符

が
市
内
に
あ
る
同
体

※
政
治

・
宗
教

・
常
利
を
U
的
と

す
る
凶
体、

お
よ
び
市
か
ら
交
付

す
る
他
の
制
助
金
を
受
け
て
い
る

同
体
は
除
き
ま
す

V
募
集
期
間

6
月
9
日
(金
)ま

一-司、=r?JJ d坊

幅譲見学書番目書籍

パスで市内公共施設を巡る

第1021号

市
で
は
、
技
団
加
子
市
を
よ
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施

設
H
L
ハ
£
五
を
山
側
し
ま
す
。

パ
ス
で
市
内
の
公
共
施
ぷ
や

制
祉
施
ぷ
な
ど
を
比
九
干
し
、
手

白
川
引
を
船
しし
か
ら
悦
・
摂
し
ま
す
。

お
わ
札
悦
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
t
Hは
制
川
町
市
民
と

の
愁
品
会
も

F
定
し
て
い
ま
す
。

V
日
時

6
M
7
け
(水
)
午
前

で
(
別
限
厳
守
)

V
交
付
決
定
山
川
下
旬
凶

V
応
募
方
法

市
役
所
合
剛
訓
盟

主
で
配
布
す
る
所
定
の
札
川
知
に
必

一袋町
y
以
を
別
芯
し
、

合
削
訓
雄
主

財
政
相
当
へ
山
疲
持
参

V
問
い
合
わ
せ

合
同
訓
雌
本
財

政
担
当
官
(
邸
)
1
1
1
1

補閏金の受付基準

本事業活動の目的、視点、内容等が社会・経済状況|こ合致している

本舗的金の支出が冨観的に見て公益上必要である

本市民の福祉の向上・利益のl!進巴効果が認められる

牢行政と市民の役割分担のなかで、真E市ガ禍凶すべき事業・活動

である

牢offi設の整備等伝聞する編曲Iel:、市の飽策に合致し、 市の担割分担

ガ明白である

牢豆出の根鎚が明確で、活令等に抵蝕していない

牢団体の会計処理および資金の使途tJ適切であること

キ団体の決算Eおける繰越金の額ガ、補凶金の額を超えていない

本繍飽金の割合が、対象活動の収入の10%以上50%以下である

本団体の事業活動の内容が、団体の目的とずれていない

牢循凶金の交付期間Iel:、 1事業|こ対し最長で3年以内

牢自問・目立が留められる団体や目的が達成された事業への循聞は、

補凶期間内でも打ち切る

9
時
却
分
我
孫
子
駅
北
口
「
ふ

れ
あ
い
広
場
」
集
合

(時
川
厳

守
)
、
千
後
4
時
泊
分
岐
孫
チ

駅
出
け
で
桝
欣
，土
必

V
見
学
場
所

設
孫
子
駅
北
日

刊
紙
山
市
恥
ボ
助
、
市
民
プ
ラ
ザ
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体

行
航
、
特
別
後
謹
必
人
ホ
l
ム

久
泣
北
、
ね
の
凶
物
航
な
ど

V
対
象
・
定
員
市
内
布
化
の

点
、
白
人

(
応
必
若
多
数
の
助

A
n
は
州
選
)

V
参
加
費

M
…
料
(
同
吋
食
は
各

内
で
持
参
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ

(1
枚
に
3
人
ま
で
)

ふ
"
が
企

に
参
加
折
令

μの
問
所
、
氏
名
、

年
帥
、
氾
訓
待
ひ
、
「
施
設
川ん

学
会
参
加
お
噌
」
と
明
司
し
、

5
川
幻
日

(火

・
必
府
)
ま
で

に
抜
係
F
1
8
5
8
市
役
所
ω仙

川
品
広
聴
山
中
I
E
(
お
)
1
1
1

1
内
線
2
6
9
へ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
阿
は
、

手
口
沼
を
眺
め
な
が

ら
生
活
し
催
れ
た
作
u
川
を
伐
し
た

ぷ
幻
山
哉
、
柳
川
市
悦
、
杉
村
地
人

冠
ら
の
川
凶
旧
跡
を
訪
ね
た
り
、

水
辺
や
ま
ち
な
み
の
胤
対
を
船
よ

か
ら
以
学
し
、
押
さ
ん
と
楽
し
み

な
が
ら

H手
引
れ
と
訓
利
す
る
以

飢
づ
く
り
H
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

。
我
孫
子
地
区
ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ

(参
茄
舵
判
)

V

日
時

・
場
所

5
月
幻
日
(土
)

午
前
9
時
我
孫
子
駅
南
口
集
令
、

正
午
中
央
公
民
館
で
解
散
予
定

(川
天
時
は
6
川
3
日
に
延
則
)

V

コ
l
ス

我
孫
子
駅
↓
出
柳
川
ボ

悦
邸
跡

L
浩
人
辺
公
刷
↓
川
志
幻

-
-
Bp
h
M
V

、"臥
υ
r

J
V

、

-
4・
E
1

・

叶

H
Hl仙
出
品
↓
ノ
1
4J
l
ト
・
り
ー
ヲ

叫
l
船
上
見
学

(行
利
約
3
キ
ロ
)

V
定
員

集
州
知
人

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾

話
で
都
市
計
画
説
以
制
批
准
担
当

官
(
お
)
1
1
1
1
内
線
5
7
7
へ

凶

3
3
3
2
3
3
3
z
s
z
s
z
s
z
g
Z
3
2
3
3的

制

内
j

o

a
・

i

「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条

町一

…

即

時

市

例
」
で
は
、
主

主

、
さ

…

凶

叫

m
u
H
U
M
ン
、
ペ
Y
ト
ボ
ト
ル

の

必

イ

凶

E葉

町

日

?

引

抗
て
H
を
防
止
す
る
た
め
、
二

同

匹
以

l
際

ト

v

-
住
所
柴
陥
7
1
7
o

m

州

川

町

印

刷

る

山小川
円
助
一
覧
機
の
設
明
書
に
削

岩
5

4

7

3

5

的

裁

ま

凱

「川
け
山
と
川
収
作
慌
の
詰
」

M

E巾
王
子

町

白

川

H

れ

が
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ω

町

2
44
肱

向

同

入

住

所

天
王
台
4
の
げ
の

は

何

仔

床

d
i
を

届
け
山
を
し
て
い
な
い
政
世
向

・
迎
絡
先

君
(
制
)
1
2
1
6

m

凶

門

四

回

機

訴
の
万
は
、
す
み
や
か
に
川
け

M

uw

盛

mlIは1
1日
吉

冗

。
相
談
は
フ
ァ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー

ω

砂

臥

剖

鼠

販

山
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

問

ネ
ッ
ト
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

向

ら

販

先

機

を

設

問

し

よ
う
と
す

蜘

総
務
庁
千
柴
行
政
殴
察
恨
み
扮
所
四
飲
料
用
自
動
販
売
機
を
設
位
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
向

で
は
、
屯
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
附
さ
れ
て
い
る
方
、
周
け
山
は
お
が
必
要
で
す
。

同

タ
l
ネ
ッ
ト
で
も
相
談
を
受
け
て
向

・斤
み
で
す
か
。
司
又
特
別
市
立
役
な
お
、
開
け
U
前
の
販
先
機
愉

凶

i

1
4

1
i

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
付
開
札
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

を
撤
去
し
た
と
き
は
「
雌
此
出

向

V
連
絡
先

屯
訴
(
行
政
背
的
1
一
一
千
成
問
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

M

1

0併
)
:
合
0
4
3
(2
4
4
)
w

i
-
-

ま
た
、
版
光
機
を
新
し
い
機
制

1
1
3
、

フ
ァ
ク
ス

囚
0

4

N

¥

ω

E

J

/

械
に
入
れ
伴
え
る
際
に
も
、
川

町

3

(2
4
$
9
8
2
9
、
イ
ン

M

¥
:

t

i

》
ン

度

、

川
け
山
を
し
て
い
た
だ
く

M

タ
l
不
ツ
ト
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
ア

m
で

仙
一
済

r

H

J

ょ

う

お

願

い

し

ま

す

伽

.

.
 
，

i

.
 

ド
レ
ス
宮【唱
え
~
2
5
0
2
E
n
y
o

で
¥
州

出
合

ど

v届
け
出
用
紙
配
布
場
所
・
間

何

回

D

」
司
突
き
さ
E
E
E
=
一
ニ
ヨ

湖

/

よ

軍

酬

は

¥

い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

W

e

d'

時

間

咽

動

司

、

V
問
い
合
わ
せ

硲
h
H
A
広
聴
判
的

a

創

j

k、

l
指
導
係
官
8
0
0
1
5

仰

中1
公
8
1
1
1
1

“3
3
3
3
3
2
3
'
z
h
z
s
z
s
Z
3
3
3
3
3
3
“

-Ei司r~cítlj温E・・

協楠蜘勺秘ゆ
「
ま
ち
な
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

を
政
孫
チ
地
区
で
行
い
ま
す
。

こ
の
悩
し
は
、
よ
り
多
く
の
人

た
ち
と
ま
ち
な
み
を
探
紫
し
な
が

ら
、
政
孫
子
ら
し
い
よ
い
玖
仰
を

一
緒
に
考
え
、
創
り
だ
し
て
い
こ

国
や
特
妹
法
人
な
ど
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委

μ

や
行
政
監
擦
が
務
所
が
、
凶
の
行

政
機
凶
や
J
R
-
N
T
T吟
の
特

殊
法
人
の
仕
引
に
つ
い
て
で
』
れ

は
闘
っ
た
」
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
押
さ
ん
の
泣
けん、
災
唱

を
お
山
き
し
、
川
組
の
山
川
伏
や
安

削
日
の
実
現
を
凶
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間

(5
月

n

nか
ら
羽
目
ま
で
)
は
、
こ
の
制

度
を
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、
利
川
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
令
川
的
な
迎
動
で
す
。

山
で
は
何
月
第
4
本
附
日

(5

川
は
お
け
)
に
、
行
政
相
談
愛

μ

に
よ
る
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
公
判
に
ご
州
説
く
だ
さ
い
c

(賀
川
桃
山
軒
、
秘
惜
敗
寸
)

-v
場
所

市
役
所
本
庁
2
附
市
民

相
ぷ
主

-v
行
政
相
談
委
員

消
費
者
金
融
の
利
用
は
慎
重
に

参加者募集

貸
金
業
登
録
業
者
か
確
か
め
て

山
甘
さ
ん
、
安
い
創
に
消
沈
品約
金
融

や
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
に
刷
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
的
行
祈
念
融
を
利
川
す

る
場
合
に
は
、
以
下
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

。
貸
金
殺
の
登
N
M
阿川地

・
契
約
性

で
登
録
業
者
で
あ
る
こ
と
を
峨
認

し
ま
し
ょ
う
。
千
葉
県
知
事
登
録

違法銃器の根絶に

をカ協
予号

、ー

栄
者
で
あ
れ
ば
、
「
千
荒
川
山
知
市

(*
)
第
0
*
*
*
*
円
ど
の
よ
う

に、

目立似品
甘い
J

が
あ
り
ま
す
。

o
m名
・
押
印
す
る
前
に
、
契
約

件
を
よ
く
読
み
、
内
容
を
硲
認
し

ま
し
ょ
、
つ
。

。
契
約
性
、
返
済
金
の
領
収
m
u
を

必
ず
受
け
取
り
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

銃
犯
坪
の
な
い
安
全
な
街
づ
く

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

。
こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か

*
け
ん
銃
や
川
仰
を
隠
し
持
っ
て
い

る
ら
し
い
串
け
ん
銃
や
仰
を
克

っ
て
い
る
ら
し
い

*
け
ん
銃
や

引
の
よ
う
な
も
の
を
附
け
ら
れ
た

*
モ
デ
ル
ガ
ン
を
改
造
し
て
い
る

ら
し
い

牢

家
族
の
迫
品
か
ら
戦

。
利
息
を
A
H
め
た
返
消
加
を

、々
ぇ
、

必
裂
日
以
小
脱
出
の
仙
り
入
れ
に
し

ま
し
ょ
う
0

・

な
お
、
消
沈
者
金
融
、
日
引a
浪
者

向
け
金
融
に
附
す
る
制
限
は
、
次

の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
o

v
問
い
合
わ
せ
忠
広
誕

生
前

説
宮

0
4

3
(2
2
3
)
2
7
9

4
、
(
社
)
千
諮
問
貸
金
業
協
会
宮

0
4
3
(2
8
4
)
4
1
0
0
 

争
当
時
の
け
ん
銃
や
叫
が
山
て

き
た

*
崎
の
中
か
ら
火
純
銃

な
ど
の
古
式
銃
が
出
て
き
た

な
ど
、
銃
総
に
凶
す
る
附
械
や

処
位
に
つ
い
て
の
ご
州
説
は、

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
紡

併
で
す
の
で
、
特
技
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

我
孫
子
軒
続

殺

宮
(
位

)
o
l
i
o

危

険

物

保

危
険
物
の
収
拙
作
業
に
従
恨
し

て
い
る
方
は
、
危
険
物
取
扱
お
保

安
川
刊
の
受
川
が
必
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
新
た
に
取
扱
作
業
に

従
引
し
た
ぶ
は
、

従
唄
し
た
円
か

ら
1
年
以
内
に
、
以
前
か
ら
従
引

し
て
い

る
方
は
、
3
年
に
1
同、

赤
十
字
増
仕
同
は
、
日

一

本
赤
卜
字
社
の
事
業
を
支

一

え
、
地
域
で
準
仕
活
動
を

一

行
っ
て
い
る
同
体
で
す
。

L

I
-

市
内
花
住
の
火
性
で
、

一

」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

」

あ
る
い
刀
の
ご
参
加
を
お
作

一一

ち
し
て
い
ま
す
。

-
V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

.一

せ

屯
請
で
生
前
支
援
A

5
i
ga
-
-

一

法
制
3
0
9
3
7
7
ヘ

ι且 4

亥

受
訓
し
て
く
だ
さ
い
。

V
日
時

7
川
7
n
(令
)

午
前
・・・
給
油
取
扱
所
収
倣
符

午後・・・
そ
の
他

V
場
所

流
山
市

χ化
〈
伝

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

'---

事 業主対象
新規学校卒業者求人説明会

北柏駅周辺などの

柏市の駐輪場

6月からの新規
利用料金が変更に

北
柏
駅
周
辺
な
ど
の
柏
市
の
駐

輪
場
を
、
新
規
に
利
川
す
る
際
の

料
金
が
6
刀
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

@
改
定
後
の
登
録
手
数
料

(利
川

料
金

・
mq鈷
川
間
は
6
刀
か
ら
米

年
の
3H円ま
で
)

V
自
転
車
:
・
6
0
0
0
円

(山
校

生
以
ド
は
3
0
0
0
川
)

V
原
動
機
付
き
自
転
車
:
・
1
刀
2

nununuI 

※
7
川
以
降
に
利
川
の
場
合
は
、

川
川
り
で
料
令
を
川
咋

V
申
し
込
み

柏
市
役
所
公
泊
施

設
A
へ
手
数
料
を
持
参

V
問
い
合
わ
せ
柏
市
役
所
交
通

施
設
訓
告
(日
)
1
1
1
1

講

習

川州仲
町
川
(市
消
防
将
-
U

什
分
明
引
に
川

立
)
に
必
援
が
羽
を
川別
記
し
、

4

7
0
0
円
分
の
叫
川
紙
を
川
村
の

、
?
え
、
5
川
却
日
(川
)
か
ら
6H川
2

H
(会
)
ま
で
に
、
山
接
、
消
防
本
部

予
防
品
宮
(
別
)
7
7
0
2
へ

来年3月に学校を卒業する方の採用を予定して

いる事業主を対象に、 求人説明会を開催します。

砂日時 6JJ6FI(火)午後11時30分から受け付け

砂場所 点必テクノプラザ多目的ホール(柏市柏

の柴)

砂内容 学卒求人の取り扱い、各位支援措置(助

成金)など

惨問い合わせ 松戸公共職業安定所求人 ・企画部

門ft047(348)6100

-ι 
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市
制
施
行
犯
周
年
記
念
エ
コ
ー
ハ
ガ
キ

6
月

;z
目
か
一
旬
発

公
募
し
た
絵
画
も
展
示
し
ま
す

J
点一
鴇
F
叶

-圃-一、=

協
悶

貧富
第2回鳥博セミナー

開館10周年記念無料開放

物博の鳥
。
第
2
回
烏
博
セ
ミ
ナ
ー

ぬ
の
博
物
館
で
は
、
第
2
問

山
川
博
セ
ミ
ナ
ー
を
5
川
幻
日
(
ヒ
)

に
山
仙
し
ま
す
。

今
川
は
、
山
悩
小
の
合
州川慨

に
あ
わ
せ
て
「
m巴山
の
ね
た
ち

と
内
航
…
」
を
テ
l
マ
に
、

点
以

大
九
千
数
般
の
細
川
広
汐
さ
ん
の

お
活
を
う
か
が
い
ま
す
。
樋
川

市
広
報
宅
宮

さ
ん
は
、
人
口
術
昼
を
利
用
し
た

ツ
ル
の
波
り
の
研
究
や
身
近
に
見

ら
れ
る
心
の
生
憎
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
別
査

・
研
究
活
動
を
行
い
、

現
代
、
サ
シ
パ
の
波
り
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

サ
シ
パ
が
繁
則
に
利
川
し
て
い

る
氾
山
の
白
然
環
境
は
、

日
本
古

米
か
ら
人
の
生
活
と
か
か
わ
り
合

う
こ
と
で
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
車
山
の
開
暁
で

μた
ち
が
ど

の
よ
う
に
く
ら
し
て
き
た
か
、
な

か
な
か
口
に
見
え
て
こ
な
い
、
生

き
物
同
士
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

の
お
訴
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぬ
の
口
か
ら
比
え
る
豊
山
の
向

然
と
は
、
い

っ
た
い
ど
ん
な
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
未
来
に
ど
ん

な
山
然
を
伐
し
て
い
く
の
か
を
診

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
は
ず
で
す
。

、
一
-
陪
、
別
総
νI
l
ま

0
日
目
竺
tし

114

I
f
、
l
l
l
L
d
1引

念
引
業
の
-
部
で
入
飢
餓
…
利
で
す
。

得
っ
て
ご
参
如
く
だ
さ
い
。

V
日
時

・
場
所

5
月
幻
H
(上
)

冨量E
711 

ぁecjPC拘[~)'~~
第21期要請書を募集申

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、

P
Cカ
レ

ッ
ジ
の
節
引
則
受
講
者
を
非
抑
制
し

て
い
ま
す
。

'YPCカレッジ講座

単元受講料

21，000円

15，700円

15，700円

名

ワード(ワープD)8 

5季初級寵
訪中級編

ウインドウズ98
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座S書

V け V 分午
参付 定 か後
加 i.!員 ら l
貸 - 3 J時
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50 .l.:J 
人の午
( Id後
当物 1
日即 日寺
党 30

医
科

。
開
館
叩
周
年
記
念
無
料
開
放

ん
ね
の
博
物
飢
は
、
平
成
2
年

5
月
辺
日
に

「刈
と
人
と
の
共

存
を
め
ぎ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に

圏
内
唯

一
の
ね
思
門
の
即
物
館

と
し
て
開
館
し
、
今
年
で
凶
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
記
念
し
て
5
月
初
日
(土
)

か
ら
お
日
(H)ま
で
知
科
で
開
放

し
ま
す
。
〈
た
だ
し
泣
日
(
月
)

は
休
館
〉

現
在
、
同
館
で
は
企
州
民

「里
山
の
品
、
サ
シ
パ
の
み
た

mh山
の
門
松
…
1
」
を
山
仙
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

μ
の
叫
物
航

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

刈
の
附
物
館

宮
(お
)
2
2
1
2

.. 

4，800円

受
説
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
都
嵯
一

時
川
以
外
に
パ
ソ
コ
ン
を
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
が
な
い
方
で
も
、
繰
り
返
し
緋

刊
が
で
き
ま
す
。

V
内

容

左

表
参
照

V
受
諾
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

7
H引
日
ま
で
の
休
郎
日

(此
終

而
今
月
の
休
館
日
参
問
…
)
を
除
く

何
日
、
午
前
川
時
か
ら
午
後
7
叫

ま
で
に
、
直
接
市
民
プ
ラ
ザ
宮

(幻

)
2
1
1
1
へ

※
毎
月
第
4
金
印
刷
日
の
午
前
同
時

泊
分
か
ら
正
午
ま
で
、

パ
ソ
コ
ン

相
談
を
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
粧
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

。す
み

の

。パ

キ

品

品

。

官

、

骨

U
3

‘b

h
w
+℃

h
ノ
ポ
・
、
「
L

含

代

コ

象

外

。

ι
1
E回
り

ノ

制

河

川
以

す

u

，

.
0

代

通

パ

が

間

ま

サ
卜
、

、
方
時
い

庁

ス

は

は

る

座

て

W
H山
キ
T

L

I

L

t

事
C
理
調
聞

Iυ

虻

テ

り

ツ

で

・

般

、
4

4

4

A
T
H
U
叫
ゆ
国
一
聞

は

は

一

一

力

に

を

元
料
タ

?
夕
、
人
生
ン

単
語
ン
す
ン
字
講
コ

!
受

イ
ま
イ
文
受
ソ
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15，700円インターネット 4 

め
さ
せ
か
遊
び
の
リ
ー
ダ
ー
v

子
ど
も
会
5研
者

募

集

市
子
ど
も
会
行
成
会
辿
絡
協
加刷

会
で
は
、
チ
ど
も
会
会
日
の
交
流

と
子
ど
も
会
的
助
を
手
助
け
す
る

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
旋
成
の
た

め
の
、
研
修
会
を
山
仙
し
ま
す
。

子
ど
も
会
は
、
子
ど
も
臼
身
が

い
ろ
い
ろ
な
行
耶
や
活
動
を
計
阿

し
て
、
実
施
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

子
ど
も
会
の
活
動
を
上
手
に
進
め

る
た
め
に
は
「
ど
の
よ
う
に
計

画

・
実
行
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
市

内
の
仲
川
と
い

っ
し
ょ
に
学
び
、

考
え
ま
す
。

V
日
程
・
内
容
下
表
参
照

V
時
間

い
ず
れ
も
乍
前
山
時
か

ら
午
後
3
時

V
対
象

・
定
員

子
ど
も
会
会

μ

と
子
ど
も
会
に
興
味
が
あ
る
市
内

小
学
校
5
・
6
年
生
、
先
苅
別
人

山
階
一
方
、
麿
賞
山
階
一
方
、
麿
一
博
士

生
誕

1
0
0
周
年
記
念
講
演
会

山川川
法
人
山
階
山
知
研
究
所
で

は
、
創
設
者

・
山
附
万
府
博
士
の

生
誕
1
0
0周
年
記
AA
M
-
州出
会
と

今
年
度
の
山
附
庁
府
立
舵
賞
式
と

記
念
訓
簡
を
行
い
ま
す
。

V
日
時

6
月
げ
口
(
上
)
午
後
2

時
か
ら
5
時
柑
分

V
場

所

凶

立
科
学
時
物
館
新
宿

分
館

(新
山
一
単
行
人
町
)

。
山
階
芳
麿
賞
授
賞
式
と
受
賞
記

念
諦
演

V
受
賞
者

総
谷
裕
崎
博
ヒ

(併

広
市
階
大
九
千
教
授
)

V
演
題

エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
保

設
竹
山
崎

ー-
古賀 ・山階芳麿博士

。
山
階
芳
麿
博
士
生
陸
1
0
0周

年
記
念
開
演
会

V
内
容

①
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

(
座
歓
会
)
テ
l
マ
・:
ね
と
人
と

円
扶
…
|
現
に
た
く
す
地
球
の
米
米

|

討

会

:・樋
口
広
万
(
東
京
大

学

)

パ

ネ
リ
ス
ト
・:
若
尾
文
子

(女
優
)
、
柴
田
敏
隆

(山
階

μ

類
研
究
所
)
ほ
か

②
特
別
講
演

-・・
特
別
講
師
を
予
定

V
定
員

3
0
0人

(応
募
者
多

数
の
肌
窓
口
は
抽
選
)

V
参
加
資

5
0
0円

(資
料
代
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往

復
ハ
ガ
キ
に

「山
附
万
府
博
上
生

誕
1
0
0川
年
記
念
み
出
会
参
加

希
望
」
、
郵
悦
祢
げ
、
化
所
、
氏

名
、
氾
品
思
官
庁
を
別
記
し
、

6
刀

5
n
(月
・
必小川
)
ま
で
に
向
肝

山
1
1
5
(財
)山
附
均
額
研
究
所

広
報
宅
宮
(
位
)1
1
0
1
へ

品
孫
子
市
は
、
今
年
7
刀
に
市

5
万
枚
、
叶
川
万
枚
を
n
A
h
刊

制
一
興
行
却
周
年
を
迎
え
ま
す
。

辿
加
発
行
の
予
定
は
あ
り
ま
せ

市
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
エ
ん
の
で
、
ご
希
訟
の
β
は
早
め
に

コ
l
ハ
ガ
キ
を
発
行
し
、
6
Hn
l

お
山
い
求
め
く
だ
さ
い
。

日
(
木
)
か
ら
市
内
お
よ
び
柏
市
、

。
採
用
作
品
と
優
秀
作
品
を
展
示

沼
耐
町
の
各
郵
便
局
で
発
売
さ
れ
押
さ
ん
か
ら
ご
応
判
事
い
た
だ
い

ま
す
。
売
価
は
の
門
で
、
各
絵
柄
た
エ
コ

l
ハ
ガ
キ
の
絵
の
う
ち
、

一
Y
翻

室

副
・
一
採
用
作
品
と
い
収
終
選
考
に
残
つ

4
一
般
の
部
採
用

=

‘
d
-3し
め
抱
一
た
作
品
、
日
H

占…
を
展
示
し
ま
す
。

作
品

「グ
リ
l
、/
」

F
私
内
v
d
……
一
V
展
示
期
間

・
場
所

①
6
月

マ
也市
1
h
m
l円
(
木
)
か
ら
4
日
(
口
)
午
前
9

¥

二

一

何

時
か
ら
午
後
5
川
、
市
民
会
館

念

肘
剛
料

電

E
A
一2
附
ロ
ビ
l

②
6
川

7
H

m
州

【

や

一

(
水
)
か
ら
口
H
(火
)
午
前
9
時
か

;
!
-

制

14J圃
目
目

r一
ら
午
後
5
時
、
我
孫
子
郎
恒
川

aam

'
 

h
F
小
・
中
学
生

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
l
ム

(②
は

の
部
採
用
作
品

目
附
口
を
除
く
)

「
空
の
ぼ
う
け

V
問
い
合
わ
せ

ん」

(お
)
1
1
1
1

V
参
加
賀

3
0
0
0円

(キ
ャ

ン
プ
引
用
を
合
む
)

V
持
参

法
記
川
九
、
上
胤
き
、

弁
当
、
水
筒

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾

話
で
同
会
事
務
局
腕
谷
宮
(幻
)
2

6
3
6
へ

v子ども会5・6年生研修会日程・内容
日 程 11 所 研修内容

5月28日(日)房総俄1::己のJi: トレジTーハンター

6月18RWl湖北台市民七ンタープログラムを作ろう

H!8日(土)ふれあいキTンプj片
みんなで楽しい

から9日(日) キャンプを

llHll日(tlili内史跡・施立見学 ，Ii内見学在評伍と反省

お楽しみ (日時・場所は未定)リーダーとの交流会

第10回

手工芸特別講習会参加者募集

※日fi・場所は変更になる場合があります。

惨日時 6月8日(木)• 9日(金)両日とも午前の部 (9時30分から午後O時30分)
午後の部 (1時30分から4時30分)
砂場所 市民会館

惨受講料無料 (材料費別逮)

砂内容 下表参照 (各講座とも先着順)

惨申し込み 電話またはハガキで5月26日(金)までに各説師ヘ

新緑の中で楽しい一日を

下総スカイフェスタを開催
海
上
自
術
隊
下
総
航
空
器
地

で
、
恒
例
の
基
地
然
が
山
仙
さ

れ
ま
す
。

新
九
州
の
中
、
広
々
と
し
た
器

地
内
で
楽
し
い

一
一
凶
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

V
日
時

5
刀
幻
口
(
土
)
・
認

円
(
円
)
午
前
9
附
か
ら
午
後
3

時

(入
場
飢
…
料
)

V
場
所

海
上
自
術
隊
下
総
航

空
基
地

(沼
南
町
藤
ヶ
谷
)

V
内
容

航
空
機
の
飛
行
お
よ

び
地
上
展
示
、
体
験
搭
釆

(州

選
)、
落
下
傘
降
下
、
背
山
市
隊
の

出引
先
、
ド
リ
ル
出
技
、
花
川引
い阜

の
巡
行
、
制
擬
応
な
ど

(天
候

い
や
の
状
況
に
よ
り
、
仙
し
物
の

一
加
を
中
止
す
る
助
A
け
が
あ
り

ま
す
)

V
問
い
合
わ
せ

下
総
数
行
航

空
昨
広
報
宣
告
(引
)
2
3
2
1

内
線
2
2
0
4
・
2
2
0
5

講演怠

倫理文化
V
日
時

5
月
引
日
(
日
)午
前
川

時
5
分
か
ら
H
時
的
分

V
場
所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

(柏
市
柏

6
丁

μ
)

V
内
容

尖
践
報
告
、
初
出

「
い

や
す
」

V
対
象

ど
な
た
で
も

V
定
員

4
0
0人

V
参
加
賀

1
0
0
0川

V
問
い
合
わ
せ

(
社
)
愉
川
研
究

所
京
葛
支
所
ぃ
氷
山
宮
(UA
)
o
i

ヴ

'
q
L

日程 部門・作品 持参するもの 材料費 定員 講師名 住所・電話

)，ッチワークキルト しつけ糸t鑓い糸
1800円15人小枝ひろ子布佐平和台4-4-17

=ストリンクキルトのポーチェ
鉛まち鑑針定布規用ハサミ

(89)0138(夜間)
午 パン フフワー 設鑓道具ものさし 1600円15人阿部乃理子I ~緑821-119 
月リ =バンドーjレのピエロ=ボールペン )8556 
6 
の 和紙人形 ハサミ木工用ポン

10人緑川|和子東我孫子2-23-6

月8 
部
=わらべ11cm= ドものさし 700円

(84)8011 
手 編み筆記用具かぎ針8

1800円15人鈴木迫子並木8-2-18日 =リボンで編むサマーショーJII= ~小パサミ (82)'7669 
木 午 皮革工芸 2メゴ0ムリX手ヤ2c袋スX滋白賀肌j着漕〈古手) 1800円12人近藤恵美 岡発p1222
後 =ペンケース= (82) 1 '7'78 
の リボンアート 古い歯ブフシハサ

1800円 布佐平和台2-14-5ミ木工用ポンドお 10人大野日出子部 =アネモネブローチとラvピング= しlまり (89) 1 0'72 
鎌 倉 彫

彫刻万、タオル 1500円10人平尾登志子栄15-12日 =丸盆18cm= (重代到達) (82)6988 
藤 工 三士

花パサミものさし 中里215'"玄 1200円15人椎名洋子
午 =枝皿 = エプロン (88) 1565 
6 目リ 七 宝焼ティッシュぺーパー 1300円15人荻野紀子 新木野3・2-10月 の =シースルーネックレス=広告紙大1枚 (関:09印(夜間)
9 部手編みかぎ針6号線量十102000円15人山田澄子若松138-1日
=マフラーまたは指宿みのボーシ=喜善 (82)5041 

金
午 スアンドグフス ハサミ鑑エプロ 2000円10人正木美夜子 つくし野1・15-8
後 =エンジェjレ= ン 111手タオJII (84)4376 
の 七 宝焼

ハサミ 1000円15人川添睦子
湖北台2-18-3

部 =銅のアクセサリーブローチ= (88)9391 
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第1021号

子どもつッ三F三Jヲ
(学校週5日制関連行事)

傍白時 5月27日(土)午前 98寺30

分から午後O時30分

惨掲所 湖北地区公民館

炉内容 オレンジバターケーキ、

グリーンヒースのポタージュ、ミ

モサ・のサラダ

'定員 先着25人

ー参加費 500円 (材料釘を含む、

当日持参のこと)

炉指参 ふきん‘台ふきん、エプ

ロン、三角巾手拭きタオJレ、タ

ッパー (小 1偲)

砂申し込み・問い合わせ 電話で

中央公民館公(82)0515ヘ

|第11回我孫子さっき展l
b日時 5月26日(金)から28日

{目、午前9時から午後5時 (26日

は午後 1時から‘ 28日は午後4時
までも)

ー場所 中央公民館入場無料)

※栽培の実技指導を午前10時から

11時、午後 1時から 2時に実施

(26日は午後のみ)

炉問い合わぜ 橘合(83、1343

我孫子語曲連合会第17回発表会

かねなりな な

金成奈々 ちゃん
(iIiJJ北台 ・i政2カtJ)

|子育て公開講演会l
量豊かな人格形成に大切な幼児期。

日頃の子どもとのふれあい方を見

直してみませんか。

炉日時 ・煽所 6月2白(金)午前

10時から 11時30分、中央公民館

炉内容掲演ー心を育てるお母さ
をろのりー

んのひと言 璃師 茂邑記子(東

京家庭教育研究所専任講師)

'定員 先着30人

砂参加賀 無料

※託児を希望する方は申し込みB寺

に申し出を (2歳以上、先着 10人)

惨申し込み ・問い合わぜ 電話で

中央公民館公(82)0515ヘ

'あびこ子ども劇場20周年記念公潰
「ミニ・テントサー力スJ、ワイワイ広場

。ミ二 ・テントサーカス

惨日時 5月27白(土)①午後 1時

開演、 ①午後6時開演、 ①28日

(日)午後2時開演

砂入場料 前売り2000円、当日25

00円

1>みんなで遊lまうワイフイ広煽

惨日時 5月28日(日)午前 10時

から午後 1時30分 (雨天中止)

惨入掲料 無料

惨湯所 手賀沼公園多目的広場

惨問い合わぜ 同劇場公(88)90ワ8

(平日の午前 10時から午後3時)

訂弘お181日午前10時間 |ガールスカウトふれあいの日l
'場所 湖北地区公民館 砂日時・燭所 5月28日(臼)午前

炉問い合わぜ 観世流ー市川fi 11時30分から午後2時、手貨の丘

(82)4336、宝生流庄田宮(88)32 公園 (雨天時は少年自然の家で実

45 施 ー上履き持参)、参加無料

|我孫子市三曲協会第6自演奏会I ~内容 森の中で身体を動かした
l り.自然の材料でクラフ トを作る

怪日時 6月4日「臼)午前 11時30 砂対象 どなたでも

分開場、正午開演 (入場無料) 惨指参 弁当、水筒など

ー揚所市民会館 惨問い合わせ ガールス力ウ ト千

'内容 琴三味線尺八の演奏 葉県第45団北崎会(84)4531

l'問い合わぜ 坂口町 制 )9捌 |痴ほうの方の家族の集い |

我孫子寄席と音楽コンサー卜 | l t 

我孫子にゆかりのある落語家の いて.同じ悩みを持つ方たちと‘

寄席とピアノ フjレートの演奏会。 情報交換してみませんか。

怯日時・ 1易所 6月 10日「土)午後 惨日時 5月25日(木)午後 11芳30

1時 30分開場、市民会館 分から 3崎30分

怯入場料 1000円 静湯所 保健センター

b入場券発売所 平賀密居、荒井 砂対象 痴ほうの方を介護してい

寄居ほか る家族

炉問い合わぜ 小池公(82)200o t-参加賀 100同 (お茶菓子代)

| 叩 ft I ~問い合わせ 介護支援課介護サ
育てを楽しむ去 一ピス係会(86)1411

子育ての喜びゃ悩みを持ち寄り、 INEC我孫子事業場見学会 |
一緒に考え話し合う会です。 1 l 

'日時 5月 17日(水)午後 2時 惨日時 5月30日(火)、31日(水)

から4時 (以降5回.主に第 3水 午後 28寺から4時30分(参加無料)

曜日に実施) 砂対象 市内在住の方

~ t易所 めばえ幼稚園(託児あり) 砂定員 各臼40人 (先君主111買)

b参加賀 1回500同(資料代等) ~ 申し込み ・ 問い合わぜ 今日か

静申し込み・問い合わぜ m話、 ら5月 19日(金)までの午前9時か

またはファクスでめばえ幼稚園まま ら午後5時までに、電話でNEC

(84)1313‘回(84)9696ヘ 総務課土佐 ー篠原公(85)7021ヘ

言説 r?). 一，園開・令冨
衰孫子市国際交流協会(AIRA)
バーベキューパーティー

外国人の皆さんと、バーベキュ

ーを楽しみながら交流しませんか。

怪日時・場所 5月28日(日)正午

から午後4時、五本柏公園隣り

ふれあいキャンプ場(小雨実施)

※天王台駅湖北駅からの送迎も

あります。電話でご連絡ください。

炉参加賀 1000同 (当日徴収)

砕申し込み・問い合わぜ ハガキ

ファクスに住所.氏名‘電話番号

を明記し， 5月24日 (水必着)

までに我孫子 142の 1AIRAW

務局企(83)1231，回(83)2005ヘ
l県スポレつ祭東菖地区中央祭
第3回ウ万一つ inてがぬま

砂日時 5月27日(土)午前9時か

ら10時に集合場所で受付、午後2

筒解散予定(小雨実施・参加無料)

砂コース ① JR常磐線北柏駅南

口階時下①同我孫子駅南口階段下

①東武野回線高柳駅前に集合し、

沼南町手賀の丘公園キャンプ場ま

で(各行程!cl:①12km①10km③8km) 

※終了後‘ ゴーlレ地点から我孫子

駅まで無料パスを運行します

炉参加資格 と冷たでも (小学生

以下は保護者が同伴のこと)

砂持参 弁当、水筒‘帽子、雨具

砂申し込み 当日各集合場所へ

炉問い合わせ 教育委員会体育課

金 (87)ワ555

|第 14回九十九里 |
はだしで歩こう大会

砂日時 6月4日(白)午前7時30

分、市役所本庁正面玄関前出発

砂コース 太東漁港から一宮海岸

までの約?km (荒天中止)

砂定員 80人(応募多数時は抽選)

砂参加賀 1000円 (当日徴収・昼

食各自持参)

惨申し込み・問い合わぜ ハガキ

に行事名、参加者全員(ハガキ 1

枚に 1家族まで‘グループの場合

は4人まで)の住所、氏名.年齢、

性別.電話番号を明記し‘5月23

日 (火 必着)までに古戸696教

育委員会体育課包(87)ワ555ヘ

|耳の聞こえにくい人のための恥l
'日時 5月26日(金)午後1時30

分から3時30分 (参加無料)

炉渇所 中央公民館

炉内容 体験談発表、ゲームなど

炉対象 中途失聴者‘重量隠者

炉問い合わせ 渋谷公固(85)0685

|市民卓球大会 |
(硬式・ラージボール) I 
惨日時 ・渇所 6月18日(臼)午前

9時受け付け、市民体育館(衆議

院選挙投票日になった場合は延期)

惨種目 硬式のfls--シングルス

(中学生、 45般来満、 45歳以上.

55歳以上の各男女別トダブルス

(中学生、 一般の各男女別) ラ

ージの部ー シングルス ダブルス

(各男女別)、ミックスダブルス

※年齢の基準日は4月1日現在で.

若い年齢の額白への出場は可。硬

式とラージ両方への出場は不可

炉資格 F行内在住・在勤 ・在学者

砂参加賀 1人 1種目300円 (中

学生 100同)

砂申し込み ・問い合わぜ ハガキ

に団体名、住所、氏名、生年月日、

毎話番号、寝目を明記し、 6月2

日 (金!主~)までにつく し野?

の15の35小野塚e司公(83)7499ヘ

新木地区まちづくり協議会
「フリーマーケットinあらさ2000

砂日時 5月28日(日)午前10時か

ら午後1時

惨内容 フリーマーケット、 模擬

居、野菜 ・飲食物・駄菓子コーナ

一等(雨天時は野菜販売のみ実施)

※草での来場はご遠路ください

砂渇所・問い合わせ 新木近隣セ

ンタ一公(88)2010

回国図 B
l市民硬式テニス教室受講者l
'日時 6月48(日)から毎週日

曜日、午前9時から11時(全 5回)

惨湯南 市民体育館 (雨天延期)

惨対象 高校生以上の初心者の方

惨定員 60人(応募多数時は抽選)

砂参加賀 1000円

惨申し込み 5月28日(巴)午前 9

時から9時30分まで市民体青飽テ

ニスコート (雨天時は館内)で

炉問い合わぜ 教育委員会体育課

金 (8ワ)ワ555

|弓道教室受講者 i
'日時 5月28白から毎週日曜日‘

午前9時30分から正午 (全6回)

砂湯所 有佐下多目的広場弓道場

惨対象・定員 高校生以上で市内

在住の初心者、 10人 (性別間わず、

応募者多数の場合は抽選)

砂参加賀 1000円 (6回分)

※用具は貸し出します。

惨申し込み ・問い合わゼ ハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号‘弓道教室を明記し、5月20

日(土必着)までに布佐2418弓

道連盟浅海林公(89)2412ヘ

|市民なぎなた教室受講者|

惨日時 ・I易所 6月2日(金)‘9

8(金)、16日(金)午前 10時から正

午(全3回)、市民体育館武道場

※教室終了後も続けて稽古可能

砂対象 ・定員女性.10人 (応募

者多数の場合は抽選)

砂参加費 1000円

T-1菩参 トレー二ングウェアー

(なぎなたは教室で用意)

惨申し込み ・問い合わぜ ハガキ

に住所、氏名.年齢、電話番号‘

なぎなた教室を明記し、 5月26日

(金・必着)までに天王台5の 15

の 4大橋孝子会(84)2104ヘ

'柴崎柔道つラブ品目
柴崎少年剣友会 E 員

。柴崎柔道クラブ

惨練習日時・対象 *小学生一 毎

週火 ・木・土曜日午後6時30分か

らB時 *中学生以上 毎週火

土曜日午後8時から9時

。柴崎少年剣友会 (小学生以上)

惨練習日時 毎週土曜日①午後3

時30分から4時30分、①4時30分

から午後6H寺

惨練習渇所 我菰子重量察署道場

b申し込み・問い合わぜ 電話で

同量産察署生活安全諜宜主(82)0110ヘ

12等陸・海・空士自衛官 |
惨資格 18歳以上27歳未満の男女

惨初任給 16万3000円から

※申し込み方法など、詳しくは、

自衛隊拍募集案内所公(63)6884へ

。公共施設利用の継続的な活動は、

慢先的に燭所ガ縫保されているも

のではありまぜん。

2000.5.16 (4) 

忘れずに納めましょう
Z頁 目

納期限
(口座w替日)

If，jj己資産従・相111j' ~1 国ifií.第 1JVI分 31 (オ，，)

rul民年金(払込JUljij~) 31(*) 

7Kiu料五E 26(金)

'降自民1))IIl:lJi 31(*) 

舎周@体鏑固
市民図書館 22(}l).29()j ) 

I11央・湖北地区公民館 22()~ )，29(月)

ILの博物館 22(}u、29(}1) 
市民 プフ ザ 18(木)

市 民会 館 22() l)、29(}1) 

つつ l~iHiSm~tìS - 16(火)、22(}-1)，29(fl) 
3D(火)

lIi民体育館 29(} j) 
ふれあい工房 22(}1 )、29(}J) 

特厨-吾妻 老人ホーム
「和楽園」ボランテイア

砂内容 デイ ・サービスにおいて

高齢者の生活介助、貰い物、外出、

趣味、お話相手などの手伝い

砂日時 事前説明会...6月8日

(木)、 研修会 .9日(金)いずれも

午後 1時から3時

惨協所 中峠2473(午後O時50分

湖北駅北口発の送迎パスを運行)

砂申し込み・問い合わせ 電話で

ボランティアセンター公(85)5233

ヘ (土-8B窪田を除く)

|第 17回あやめまつり |
青 空市出居者 l
b日時・ 渇所 6月11日(8)午前

10時から午後4時.手箆沼公園多

目的広場(雨天時は 188(こ延期)

砂募集数 60区画 (先割l関)

惨出信料 1区画 (関口約3メー

トル)3000用、 電気コンセント 1

個につき 1000同

砂申し込み ・問い合わせ 申込密

(商工会に用意)に必要事項を明

記し、出J苫料を添えて5月 16日

(火)から24日(水)までに寿 1の 13

の27商工会合(82)3131ヘ持参

|定例教育委員会 |

惨日時・m所 5月24日(水)午前
10時、水道局4階会議室

炉問い合わぜ 教育委員会総務課

市民図書館蔵書点検による休館

市民図岱館は‘蔵容点検のため

次のとおり休館します。

砂期間 *湖北台 ・布{在分館、そ

よかぜ号・・目6月68(~)から 1 6 日

(金) *市民図密館本館・6 月20

日 (~ )から 30 日(金)

※月曜日、 第2火曜日は通常休館。

炉問い合わぜ 市民図密館公(84)

1110 

|布佐台幼稚園にこにこ教室|

友だちゃ幼稚園の先生と、月 1

固いっしょに遊びませんか。

惨日時 6月3日から11月までの

土曜日、午前10時20分から11時20

分 (金6回)

砂対象 2 t茂から4淑までの幼稚
園に就圏していない児童と保護者

惨参加賀 900円 (6回分)

惨申し込み ・問い合わせ 電話て・

布佐台幼稚園ft(89)0231ヘ

テレホンサービス厄童子 . 
夜 11日 当 併 1&

|テレホンガイド厄適温制面副

|フ?っスガイド|同剛I細川
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